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外来患者数  993 人/年 

 免疫外来：川村（火・金曜日）、山田（木曜日） 

外来患者疾患別割合  

1) アレルギー性疾患：15 % （気管支喘息、食物アレルギー、食物依存性運動誘発性ア 

ナフィラキシー、口腔アレルギー症候群など）  

2) リウマチ性疾患 ：49 % （若年性特発性関節炎、若年性皮膚筋炎、シェーグレン症 

候群、全身性エリテマトーデス、混合性結合組織病、周

期性発熱、ベーチェット病、結節性多発動脈炎、炎症性

腸疾患、大動脈炎症候群、Castleman病、Rosai-Dorfman

病など） 

3) 免疫不全症   ：36 % （X連鎖重症複合免疫不全症、ADA欠損症、慢性肉芽腫症、

X連鎖無γ-グロブリン血症、高IgM症候群、高IgE症候群、

Wiskott-Aldrich症候群、慢性皮膚粘膜カンジダ症、Common 

variable immunodeficiencyなど） 

 北大病院以外での免疫・アレルギー外来 

 川村：帯広厚生病院、静内町立病院、白老町立病院、岩内協会病院 

 山田：手稲渓仁会病院 

 

 

入院患者数  35 人/年 

入院患者疾患内訳  

若年性特発性関節炎（全身型・多関節型、マクロファージ活性化症候群合併例など）、

若年性皮膚筋炎（間質性肺炎合併例など）、全身性エリテマトーデス、シェーグレン

症候群、ベーチェット病、大動脈炎症候群、Rosai-Dorfman病、自己炎症性疾患 

 X 連鎖重症複合免疫不全症（造血幹細胞移植例など）、慢性肉芽腫症（真菌性肺炎、



肉芽腫性腸炎、造血幹細胞移植例など）、ADA 欠損症、X連鎖無ガンマグロブリン血症、

高 IgM 症候群、Wiskott-Aldrich 症候群（造血幹細胞移植例など）、T細胞機能不全症、

Common Variable Immunodeficiency、食物アレルギー（食物負荷試験など） 

 

 

研究内容 

・原発性免疫不全症候群の病態解析・遺伝子解析・臨床研究 

・ADA欠損症に対する遺伝子治療臨床研究  

・自己免疫疾患の病態解析・遺伝子解析・臨床研究  

・アレルギー性疾患の病態解析・臨床研究  

・自己炎症性症候群の病態解析・遺伝子解析 

 

 

競合的外部資金 

・文部科学省・グローバル COE プログラム：人獣共通感染症国際共同研究教育拠点の創            

成（有賀 正；分担） 

・厚生労働科学研究費補助金・難治性克服研究事業：原発性免疫不全症候群に関する調査 

研究（有賀 正；分担）  

・厚生労働科学研究費補助金・子ども家庭総合研究事業：小児難治性先天異常症に対す 

る幹細胞遺伝子細胞療法の開発と臨床応用（有賀 正；分担）  

・厚生労働科学研究費補助金・子ども家庭総合研究事業：法制化後の小児慢性特定疾患

治療研究事業の登録・管理・評価・情報提供に関する研究（有賀 正；分担）  
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国際学会 

 

1. Ariga T: Hematopoietic stem cell gene therapy for two patients with adenosine 

deaminase deficiency without cytoreductive conditioning: Clinical evaluation 

after 4 years. 8th East Asian Union of Human Genetics (EAUGH), Sapporo (Japan), 

2008 

2. Yamada M, Suzuki Y, Fukumura S, Miyazaki T, Ikeda H, Okura Y, Takezaki S, Kawamura 

N and Ariga T: Somatic mosaicism detected in two patients with X-linked chronic 

granulomatous disease. XIIIth meeting of the European Society for 

Immunodeficiencies (ESID), s-Hertogenbosch (Netherland), 2008 

3. Ariga T: Hematopoietic stem cell gene therapy for two patients with ADA deficiency 

without cytoreductive conditioning. 14th JSGT, Sapporo (Japan), 2008 

4. Yamada M and Ariga T: Stem cell gene therapy without cytoreductive conditioning 

for 2 patients with ADA deficiency. Symposium for Primary Immunodeficiency Disease 
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講演 

 



1. 有賀 正: 原発性免疫不全症に対する遺伝子治療の現状. 空知地区小児科医会、岩見沢

市、2008 

2. Ariga T: Hematopoietic stem cell gene therapy for two patients with adenosine 

deaminase deficiency without cytoreductive conditioning. 中南大学、長沙（中華

人民共和国）, 2008 

3. 有賀 正: Wiskott-Aldrich症候群の診断・治療・トピックス．コーヒーブレイクセミ

ナー I. 第60回北日本小児科学会、秋田市、2008 

4. 有賀 正: 原発性免疫不全症に伴う自己免疫疾患．第18回日本小児リウマチ学会、札幌 

市、2008 

5. 川村信明: 小児喘息 シンポジウム「アレルギー疾患のガイドライン」. 第12回北海道 

アレルギー研究会、札幌市、2008 

 

 

学会活動（委員会委員など） 

 

有賀 正 

・日本小児科学会（代議員、専門医試験委員） 

・日本小児感染症学会（評議員） 

・日本小児リウマチ学会（運営委員） 

・日本小児保健協会（理事） 

・北海道小児保健研究会（会長） 

・北海道小児リウマチ性疾患研究会（会長） 

・日本アレルギー協会（理事） 

川村信明 

・ 日本小児科学会（代議員、地区資格認定委員） 

・ 北海道医学会評議員（評議員） 

・ 北海道アレルギー研究会幹事（幹事） 

・ 北海道小児保健研究会（幹事） 

・ 北海道小児リウマチ性疾患研究会（幹事） 

 

社会貢献 

 

有賀 正 

・小児慢性特定疾患対策協議会委員（北海道、札幌市、函館市） 

・北海道特定疾患対策協議会審査専門委員 

・北海道小児救急医療体制整備推進協議会委員 



・小児医学研究振興財団評議員 

・北海道大学医学部医学科教務委員会委員長 

・札幌医科大学非常勤講師 

川村信明 

・ 北海道特定疾患対策協議会審査専門委員 

・ 予防接種健康被害調査委員会委員（道東地区各市町村） 


